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⽇本：労働市場の概観
● 労働参加率は上昇を続け（15〜64歳の就業率：男性84.7%、⼥性76.0%）、企業の⼈⼿不⾜感も歴史的

な⾼⽔準（短観 雇⽤⼈員DI −37）が続く。
●  失業率は2.4%（7⽉）と低位で安定。
● 追加的な労働供給（⼥性の正規雇⽤⽐率の上昇、65歳以上の就業率の上昇、外国⼈労働者の増加）は

まだ拡⼤。
● 名⽬賃⾦の伸びは3%前後で推移（Indeed賃⾦トラッカー2.9%、所定内給与3.4%）。物価上昇率が2%

まで鈍化したことで、実質賃⾦は2026年にプラスに転じている（7⽉+2.0%）。2026年度の最低賃⾦は
前年⽐5.0%増の1,177円に。

● ⻑期⾦利は3%台まで上昇。為替‧物価状況‧景気‧労働市場動向に鑑み、⽇銀は9⽉に政策⾦利を
1.25%へ引き上げた。

● 資本⾯では、ソフトウェア投資は⻑期的に加速してきたが、直近は伸びがやや鈍化している。




































































